
1988・12・31)

書

評〕

奥
村
三
雄
著

「

波

多

野

流

平

曲

譜

本
の

研

究
」

(r国語学J 155集

は
じ
め
に

奥

村

氏

は

先
に
『

平

曲

譜

本

の

研

究
」

(

S

弱

年

桜

偲

社)

と

い

う

大

き

な

研

究

を

ま

と

め

て

お

ら

れ

る

が
、

こ

の

『

平

曲

譜

本

の

研

究
』

で

は
、

巻

頭

に
二

十

数

種

の

平

曲

譜

本

の

影

印

を

掲

げ

た

の

を

始

め

と

し

て
、

各

譜

本

に
つ

い

て

詳

し

い

解

説
お

よ

び

考

証

を

し

て

お

ら

れ

る
。

こ

れ

ら

譜

本
に

対

す

る

詳

細

を

極

め

た

論

述

に

よ
っ

て
、

平

曲

研

究

者

は

勿

論

の

こ

と
、

多

く

の

者

が

平

曲

譜

本

変

遷

の

大

き

な

流

れ

を
、

自

の

前
に

は
っ

き

り

見

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

る
。

「

平

曲

譜

本

の

研

究
」

の

中

で

奥

村

氏

は

波

多

野

流

譜

本

の

変

遷
に

つ

い

て

も

述

べ
、

こ

こ

で

〈

波

多

野

流

譜

本

は

同

文

同

譜
〉

と

い

う

従

来

の

説

を

否

定

さ

れ

た
。

こ

れ

は

平

曲

史

研

究
に

お

い

て

画

期

的

な

こ

と

で

あ
っ

た
。

奥

村

氏

は

先

の

説

の

反

証

と

し

て
、

『

秦

音

曲

紗
』

を

紹

介

し
、

こ

の

時

点

で

既
に
『

秦

音

曲

紗
」

の

特

異

性
に

つ

い

て

述
べ

ら

れ

た
。

本

書
「

波

多

野

流

平

曲

譜

本

の

研

究
」

は
、

こ

の

『

平

曲

譜

本

の

研

究
」

に

お

け

る

『

秦

音

曲

紗
』

の

研

究

を

発

展

さ

せ

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の

仕

事
は

平

曲

史

中

の

「

秦
立
自

曲

紗
』

の

位

霞

を

明

ら

か

に

す

る

も

の

で
、

波

多

野

流

平

曲

の

研

究

史
に

新

し

い

ぺ

l

ジ

を

加

え

る

貴

重

な

業

績

で

あ

る
。
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本

書
は

、

第
一

部

研

究

編

と

第
二

部

「

秦

音

曲

紗
」

影

印

編

と

の
二

部
か

ら

な

る
。

こ

れ

ま

で

の

平

曲
お

よ

び

譜

本

の

研

究
は

、

前

回

流

が

中

心

に

な
っ

て

お

り 、

奥

村

氏

の

『

平

曲

譜

本

の

研

究
』

も

前

回

流

平

曲

を

中

心
に

扱

わ

れ

た

も

の

で

あ
っ

た
。

そ

れ

に

対

し
、

本

書

は

波

多

野

流

平

曲
お

よ

び

譜

本
に

つ

い

て

究

明

す

る

事

を

目

的

と

し

て

い

る
。

こ

れ

ま

で

片

手

落
ち

の

感

の

あ
っ

た

平

曲

史

研

究

を

是

正

さ

れ

た

わ

け

だ
。

第
一

章
「

波

多

野

流

平

曲

と

そ

の

譜

本||
『

秦

音

曲

紗
』

を

中

心
に
」

は
、

「

秦

音

曲

紗
』

に

つ

い

て

の

紹

介

で

あ

る
。

こ

れ

ま

で

波

多

野

流

の

譜

本
は

同

文

同

譜

と

さ

れ

て

い

た

の

に

対

し
、

『

秦

音

曲

紗
』

の

特

異

性

を

明
か

に

し 、

波

多

野

流

譜

本

が

多

様

な

面

を

持
つ

こ

と
、

ま

た

『

秦

音

曲

紗
」

が

波

多

野

流

の

古

譜

本

で

あ

る

こ

と

を

主

張

さ

れ

る
。

第
二

章
「

国

語

学

資

料

と

し

て

見

た

『

秦

音

曲

紗
』
」

で

は
、

第
一

章
で

取

り

上

げ

た

『

秦

音

曲

紗
」

の

音

韻

史

料

と

し

て

の

意

義

を 、

発

音

注

記
・

清
ム

注

記
・

ア

ク

セ

ン

ト

な

ど

の

面

か

ら

明
か

に

さ

れ

て
い

る
。

第

三

章
「

波

多

野

流

譜

本

の

史

的

変

遷
」

で

は
、

前

章

で

述
べ

た

『

秦

音

曲

紗
』

の

史

料

的

意

義

を
、

波

多

野

流

の

歴

史

の

中

で

と

ら

え 、

「

秦
立
自

由

紗
』

の



特

異

性

が

波

多

野

流

古

譜

本

の

特

性

を

示

す

も

の

で

あ

る

と

い

う

事
(

第
一

章

に

記

述)

を
、

史

的

変

遷

の

上

か

ら

裏

付

け

よ

う

と

さ

れ

る
。

第

四

章

「

波

多

野

流

平

曲

と

前

回

流
」

で

は
、

荻

野

検

校

や

『

平

家

正

節
』

を

中

心

に
、

波

多

野

流

と

前

回

流

の

影

響

関

係

を

説

か

れ

る
。

以

下 、

奥

村

氏

の

説

を

紹

介

し

な

が

ら
、

卑

見

を

述
べ

さ

せ

て

い

た

だ

く
。

E 

波
多
野
流
の
歴
史
と
「
秦
音
曲
紗」

〔書評) r波多野派平曲譜本の研究j

第
一

章

で
、

奥

村

氏

は

『

秦

音

曲

紗
』

に

つ

い

て

論

述

す

る

の

に

先

立

ち
、

平

曲

の

史

的

展

開
に

触

れ

て

い

る
。

前

回

流
・

波

多

野

流

両

流

の

分

岐

事

情
に

つ

い

て
、

こ

れ

ま

で

も

色

々

研

究
が

あ

る

が

何

れ

も

前

回

流

中

心

に

述
べ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る
。

こ

こ

で

奥

村

氏

は
、

特
に

波

多

野

流

の

性

格

を

明

確

に

示

さ

れ

て

い

る
。

つ

ま

り 、

保

守

的

前

回

流
に

対

し

波

多

野

流

は

改

革

主

義

的
で

あ

り
、

従

来

言

わ

れ

て

き

た

よ

う

な

八

坂

流
か

ら

の

波

多

野

流
へ

の

影

響

も

少
い

〔

2

頁
〕

な

ど
、

す
っ

き

り

と

し

た

説

明

は
、

両

流

対

立

事

情

を

理

解

す

る

上

で

大
変
わ
か
り
や
す
い

。
(
以
下
『
波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究」

に
お
け
る
頁
数
を

〔

〕

で

く

く
っ

て

示
す

。
)

次
い

で

奥

村

氏

は
、

波

多

野

流

平

曲

の

史

的

展

開

を
、

検

校

の

系

譜

を

中

心

に

述
べ

ら

れ

る
。

波

多

野

流
に

つ

い

て

は
、

こ

れ

ま

で
『

平

家

音

楽

史
』

(

館
山

漸
之

進

著)

に

二

通

り

の

検

校

系

譜

が

記

さ

れ

て

い

る

が
、

そ

の

い

ず

れ

に

も

疑

問

が

あ

る

と

し
、

河

瀬

意
一

や

岸

部

検

校

を

波

多

野

孝
一

(

波

多
野

流

祖)

の

直

弟

子

と

す

る

の

は

時

代

的
に

無

理

が

あ

る

〔

4

貰
〕

と

言

わ

れ

る
。

そ

し

て

奥

村

氏

は

波

多

野

検

校

と

岸

部

検

校

の

聞
に

検

校

名

を

補

う
べ

く
、

「

三

代

関
』
(

当

道
登

官

記

録)

に

基
い

て
、

波

多

野

流

平

曲

家

の

系

譜

を

改

編

整

理

す

る

こ

と

を

試

み

ら

れ

る
〔

5

頁
〕

。

し

か

し
、

奥

村

氏

も

触

れ

て

い

る

よ

う

に
〔

4

頁
〕

「

三

代

関
」

に

は
、

荻

野

検

校
(
『

平

家
正

節
』

序
文
に

名
が

見
え
る
)

な

ど

の

名

が

見

え

な
い

上

に
、

「
三

代

関
』

掲

載

の

も

の

に

は

名

義

上

の

師

弟

関

係

も

あ

る

な

ど
、

こ

れ

を

そ

の

ま

ま

平

曲

家

の

系

譜

と

見

る

に

は

問

題

が

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

『

三

代

関
』

に

よ
っ

て

波

多

野

流

の

展

開

を

示

そ

う

と

す

る

の

は
、

一

つ

の

方

法

で

は

あ

る

が
、

実

際

的

で

あ

る

と

は

言

え

な
い

と

思

う
。

奥

村

氏

も

述
べ

て

い

る

よ

う

に
、

寛

延
二
(
目

立
由)

年

に

河

瀬

意
一

と

中

野

順

一

が

御

前

演

奏

を

し

た

事
は

「

平

家

詞

曲

記
』

に

よ
っ

て

裏

付

け

ら

れ

る

(

中

野

検

校

は
『

平

語

偶

談
』

に

波

多

野

流

中

興

の

祖

也

と

あ

る
)

。

ま

た
、

安

永
二

2
3ω)
年

の

岸
部

検

校

の

存
在
(

奥
村
俊
郎
氏

蔵
『
大
秘
事」

よ
り)
、

寛

政

十
一

(
コ坦坦)

年
の
岸
部
検
校
門
人
の
存
在
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
『
小
秘
事』
よ
り)

も

明

ら

か

で
、

寛

延
二

年

以

降
に

は
、

波

多

野

流

の

検

校

名

が

見

え

る

の

で

あ

る
。

つ

ま

り 、

H

S
H

年

波

多

野

検

校

の

没
か

ら
、

コ
ム
申

年

中

野

検

校

の

出

現

ま

で

は
、

波

多

野

流

の

検

校
に

関

し

て
、

今

の

と

こ

ろ

『
三

代

関
」

な

ど

当

道

関

係

資

料

以

外
に

、

記

録

が

な
い

と

い

う
こ

と

な

の

で

あ

る
。

さ

て
、

波

多

野

流

の

譜

本
に

自

を

向

け

て

み

よ

う
。

奥

村

氏

は
、

第
三

章
に

「
い

わ

ゆ

る

波

多

野

流

諸

譜

本
に

つ

い

て
」

と

し

て
、

こ

れ

ま

で

色
々

な

所

で

諸

家

に

よ

り

論

ぜ

ら

れ

て

き

た

波

多

野

流

譜

本

十

種

を

上

げ

ら

れ

る
。

今

ま

で

同

文

同

譜

で

あ

る

と

言

わ

れ

て

来

た

も

の

で

あ

る

〔

8

頁
〕

。

譜

本

の

表

題
お

よ

び

書

写

年

代
は

次

の

と

お

り

で

あ

る
(
*

印

の
も

の
は

筆
者

が

記
し
た
)

。

ω

京

都

大

学

蔵

波

多

野

流

本

十
二

巻

上

下
二

四

冊
(
s
m

年

勉
誠

社
か

ら

影
印

出
版
)

全

体

に

譜

付

近

世

後

期

の

も

の

凶

静

嘉

堂

文

庫

本
(

松

井

筒
治
氏

旧

蔵)
一

i
二

巻

の

譜

は

後

筆

本

文

は
・

寛

永

頃

2

8
0

前
後
)

印

駒

沢

大

学

沼

津

文

庫

本

本

文

は

万

治

頃
(
戸

8
0)

譜

は

後

筆
か

附

堀

正

絹

旧

蔵

本

十

冊

宝

暦

七

(
H

a
叶)

年

以

前

の

成

立

問

国

会

図

書

館

本

寛

政

十

二

(
H

g
D)

年

頃

か

附

明

和

本

東

京

大

学

国

語

研

究

室

蔵

松

岡

仲

良

写
明

和
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六
(
H

a
由)

年

間

安

永

本

大

野

晋

氏

蔵

松

岡

仲

良

写

安

永

七

2

3
8

年

間

京

都

府

立

資

料

館

本
「

小

秘

事
」

寛

政

十
一

(
H
寸
志)

年

間

藤

本

写

本

小

秘

事

『

秦

野

流

小

秘

事
』

奥

村

俊

郎

氏

蔵

・

右

京

資

本

と

同

年

頃

か

側

師

伝
口

訣

本

小

秘

事

『

波

多

野

流

詠

曲

師

伝
口

訣
』

奥

村

俊

郎

氏

蔵

文

政

十

(
】
∞
M
叶)

年

こ

れ

ら

は
、

い

ず

れ

も

コ

2

年

代

以

降

に

書

写
さ

れ

た

も

の

の

よ

う

で

あ

る
。

静

嘉

堂

文

庫

本

な

ど

は

古
い

も

の

と

さ

れ

て

い

る

が
、

後

筆

と

見

ら

れ

る

節
ハ

カ

セ

は
、

京

大

蔵

波

多

野

流

本

と

同

種

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る
。

波

多

野

流

譜

本

と

し

て

見

た

場

合

は
、

京

大

蔵

本

と

同

種

と

考

え

る

こ

と

が

で

き

よ

う

ムM
先

程

の

検

校

の

動

き

と

考

え

合
せ

る

と
、

こ

れ

ら

の

譜

本

の

出

現

は
、

河

瀬
・

中

野

両

検

校

御

前

演

奏

の

時

期
(

ロ

怠)

以

降 、

岸

部

検

校

活

躍

の

時

期
(
戸
吋
∞
。

年

頃)

と

重

な

る

と
い

っ

て

よ
い

。

つ

ま

り
、

こ

れ

ら

の

時

期

以

降

の

波

多

野

流

譜

本

は

同

文

同

譜

で

あ

る

と
い

う

こ

と

が

で

き

よ

う
。

逆

に

言

え

ば
、

譜

本

の

面

か

ら

見

て

も

十

八

世

紀

前

半

以

前

の

波

多

野

流

は

よ

く

わ

か

ら

な
い

と
い

う

こ

と

に

な

る
。

「

秦

音

曲

紗
」

は
、

こ

の

波

多

野

流

空

白

の

時

期

を

う

め

る

も

の

と

言

え

る

だ

ろ

う
。

と

い

う

の

は
、

『

秦

音

曲

紗
」

は

享

保

十

四
(

口
日
由)

年

の

敏

文

を

持

ち
、

詞

章
・

節
ハ

カ

セ

共

に

波

多

野

流

諸

譜

本
に

対

し

特

異

な

面

を

持
っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

第
一

章

四

以

下

の

奥

村

氏

の

記

述

に

よ
っ

て
、

『

秦
立
日

曲

紗
』

の

特

異

性

が

明

ら

か

に

さ

れ
、

平

曲

史
に

お

け

る

存

在

の

重

要

性

は
、

も

は

や

疑

う

こ

と

の

で

き

な
い

も

の

と

な

る

の

で

あ

る
。

m
『
秦
音
幽
紗』

と
「
平
家
籍
本』

お
よ
び
山
口
本
「
小
秘
事」

第
一

章

の

四

は

『

秦

音

曲

紗
」

の

紹

介

で

あ

る
。

こ

の

譜

本

は
、

多

賀

神

社

文

庫

旧

蔵

山

口

県

立

図

書

館

蔵
二

四

冊

の

完

本

で
、

先
に

も

触

れ

た

よ

う

に

享

保

十

四

年
の

政

文

を

持
っ

て

い

る
。

本

文

詞

章
・

譜

記

共

に

い

わ

ゆ

る

波

多

野

流

諸

譜

本

と

は

異

質

だ

が
、

奥

村

氏

が

敢

え

て

波

多

野

流

古

譜

本

と

見

な

さ

れ

る

根

拠

は

次

の

と
こ

ろ

に

あ

る
。

〔

日

頁
〕

ω

「

秦

音
」

の

表

題

か

ら

波

多

野

流

と

推

察

印

内

部

徴

証

的
に

も

波

多

野

流

的

a

「

妓

王
」

が

巻
一

「

我

身

栄

花
」

の

次

に

あ

る
(

他
の

波

多
野

流

本
と

同

様)

b

「

鱒
付

禿

童
」

な

ど
二

句

を
つ

な
い

だ

形

式

は

波

多

野

流

的

c

「

善

光

寺

炎

上
」

の

句

を
「

祇

園

精

舎
」

と

同

様
に

別

冊

記

と

す

る
(

小
秘

事
に

収
め

る
)

の

は

波

多

野

流

的

d

節
ハ

カ

セ

に

波

多

野

流

本

と

の

共

通

性
・

相

似

性

が

見

ら

れ

る
。

ま

た
、

奥

村

氏

は

波

多

野

流

諸

本
に

対

す

る

特

異

性

は
、

『

秦

音

幽

紗
』

が

波

多

野

流

古

譜

本

で

あ

る

こ

と

の

証

左

で

あ

り
、

享

保

十

四

年

と
い

う

政

文

に

よ

れ

ば
、

『

秦

音

曲

紗
』

が

書

写

年

代

の

明

ら

か

な 、

最

古
の

波

多

野

流

譜

本

と
い

う

事
に

な

る

〔

口

頁〕

と
い

わ

れ

る
。

と

こ

ろ

で
、

「

秦

音

曲

紗
』

政

文

に

は

繁

淳
一

外
お

よ

び

粟

屋

右

近

源

元

忠

と

い

う
二

人

の

人

物

の

名
が

見

え

る

の

で

あ

る

が
、

こ

の
二

人

に

関

し

て

奥

村

氏

は

本

書
で

何

も

触

れ

ず 、
「

波

多

野

流

平

曲

の

古

譜

本
に

つ

い

て
」
(

奥
村
三

雄
昭

和
幻

九

州
大

学
文

学

部
「
文

学

研

究
」

乃

輯
口

頁)

で

は
、

未

詳

と

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
二

人

は
、

こ

れ

ま

で

の

波

多

野

流

関

係

の

譜

本

そ

の

他

に
、

名

の

見

え

な

い

人

物
で

あ

る
。

『

秦

音

曲

紗
』

敏

文

に
弘注

:
・
:

繁

期待
一

外

翁

雅
ニ

シ

テ

余

(

源
元

忠)

ト

噌

ヲ

同

ウ

ス

頃

管

テ

余

カ

為
ニ

親
ク

自
ラ

筆

ヲ

祇

テ

譜

本
一

部

ヲ

写
ス
:・

と

あ

り 、

繁

淳
一

外

も

源

元

忠

も

共

に
、

盲

人

音

楽

家

以

外
で

平

曲

を

愛

好

し
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て

い

た

人

物

で

あ
っ

た

こ

と

が

察
せ

ら

れ

る
。

山

口

県

立

文

書

館

蔵

の
『

萩

藩

間

関

録

九
』

に
、

粟

屋

帯

万

元

忠
(

寛
保
元
年

二
品
目)

と

あ

る

の

は
、

お

そ

ら

く

こ

の

人

物

で

あ

ろ

う
。

「

粟

屋

氏

は

清

和

源

氏

流 、

遠

州

粟

屋

圧
に

移

り
、

毛

利

時

親
に

随

従

し

て

芸

州
に

来

り

粟

屋

氏

を

称

し

た

譜

代

衆
(

閥

関
録
に

よ

る
こ

と

あ

る
。

繁

淳

氏

に

関

し

て

は
、

同

文

書

館

蔵

毛

利

家

文

庫

の

中
に

加

冠

に

関

す

る

御

判

物

写
(

元

和
八

年
目
白
N
N)

に

見

え

る

程

度

で
、

一

外

翁

に

関

し

て

詳

し

く

は

わ

か

ら

な
い

。

し

か

し
、

繁

津

氏

粟

屋

氏

共

に

毛

利

家

の

諸

臣

で

あ
っ

た

こ

と

は
、

確

か

な

よ

う

で

あ

る
。

当

時

の

知

識

人

で

あ
っ

た

両

氏

が
、

共
に

平

曲

を

噌

み

譜

本

な

ど

も

書

写

し
、

所

持
し

て

い

た

と

い

う

事

で

あ

ろ

う
。

同

じ

く

晴

眼

者

で

平

曲

を

よ

く

し

た
、

江

戸

の

岡

村

玄

川
、

尾

張

の

松

岡

仲

良

な

ど

が

思
い

お

と

さ

れ

る
。

た

だ

し
、

岡

村

玄

川

な

ど

の

場

合

は
、

豊

田

検

校
(

前
回

流)

↓

岡

村 、

岸

部

検

校
(

波

多
野

流)

↓

松

岡

と

い

う

よ

う

に
、

当

道

の

検

校

と

の

関

係
が

、

前

出

の

譜

本

そ

の

他

か

ら

は

っ

き

り

し

て

い

る
。

し

か

し
、

萩

の

繁

津
一

外
・

粟

屋

元

忠
に

関

し

て

は
、

そ

の

よ

う

な

流

派

を

示

す

手

が

か

り

は
、

今

の

と

こ

ろ

見

あ

た

ら

な
い

。

た

だ

し
、

「

秦

音

曲

紗
」

と

同
じ

山

口

県

立

図

書

館

蔵

の

『

小

秘

事
』

に
、

豊

田

検

校

と

の

か

か

わ

り

を

思

わ
せ

る

記

事

が

あ

る
。

山

口

本

「

小

秘

事
』

に

関

し

て

は
、

奥

村

氏

も

第
三

章
二

「

波

多

野

流

古

譜

本
」

の

項

で

取

り

上

げ
、

譜

記

な

ど

に

関

し

て

は
、

『

秦

音

曲

紗
』

か

ら
、

後

の

波

多

野

流

譜

記
へ

の

移

行

段

階

を

示

す

も

の

で

あ

る

と

述
べ

て

お

ら

れ

る
(
「
平

曲

譜

本
の

研

究
』

ぬ

頁)
。

こ

の

『

小

秘

事
』

の

末

に

「

武

州

豊

田

検

校

傍

之
」

と

あ

る

が
、

波

多

野

流

の

流

れ

を

示

す

譜

本

に

前
回

流

の

検

校

名

が

記

さ

れ

て

い

る

点 、

注

意

を

ひ

く
。

奥

村

氏

は
、

豊

田

検

校

が

波

多

野

流

の

譜

本

を

所

持
し

て

い

て

も

不

思

議

で

は

な
い
〔

乃

頁
〕

(
『
平

曲

譜

本
の

研

究
』

“

頁)

と

言

わ

れ

る

が
、

前
に

も

述
べ

た

よ

う

に

『

秦

音

曲

紗
』

の

年

代
(

十
八

世

紀
始
め
)

は
、

波

多

野

流

の

動

静

の

不

明

な

時

期

で

も

あ

り 、

流

派

聞

で

何

ら

か

の

動

き
が

あ
っ

た

か

も

し

れ

な
い

の

で

あ

る
。

今

の

段

階
で

、

豊

田

検

校

と

繁

淳
一

外
・

粟

屋

元

忠

の

関

係

を

直

接

示

す

も

の

は

何

も

な
い

が
、

も

し

こ

こ

に

師

弟

関

係
が

あ

っ

た

と

す

れ

ば
、

『

秦

音

曲

紗
』

の

関

係

者

が

豊

田

検

校
(

前
回

流)

の

流

れ

を

受

け

る

も

の

と

い

う
こ

と

に

な

り
、

波

多

野

流

は

あ

る

時

期

に

前
回

流

と

交

流

が

あ
っ

た

こ

と

に

な

る
。

こ

れ

に

関

し

て

今
の

と

こ

ろ

板

拠

と

な

る

物
が

な
い

の

で
、

想

像

の

域

を

出

な
い

。

萩

藩
の

平

副

享

受

の

事

ゃ
、

波

多

野

流

の

動

き

の

解

明
が

待

た

れ

る
。

ま

た
、

第
一

章

の

五

に

は

『

秦

音

曲

紗
』

の

同

類

本

と

し

て

「

平

家

語

本
』

の

紹

介

が

あ

る
。

こ

の

譜

本
は

山

口

県

立

文

書

館

蔵 、

十

冊

の

不

完

本

で

あ

る
。

『

秦

音

曲

紗
』

と

酷

似

し

て

い

る

と

言

わ

れ
、

『

平

家

語

本
』

を

〈
『

秦

音

曲

紗
』

と

ご

く

親

し

い

関

係
に

あ

る

譜

本

か

ら

の

抜

草

本
》

と

見

な

す

〔

幻

頁
〕

と

さ

れ

る
。

特

異

性

の

著

し

い

『

秦

音

曲

紗
』

が
、

孤

立

し

た

存

在

で

は

な
い

こ

と

を

示

そ

う

と

し

た

の

で

あ

る

が
、

山

口

本

「

小

秘

事
』

や

「

平

家

語

本
』

な

ど

類

似

本

を

示

す

こ

と

に

よ
っ

て

『

秦

音

曲

紗
』

の

存

在

が

強

調

さ

れ
、

平

曲

史

上

の

位

置

は

確

か

な

も

の

と

な

る
。

こ

れ

は

手

堅
い

奥

村

氏

の

論

法
で

あ

る
。

こ

の

『

平

家

語

本
」

に

関

し
、

奥

村

氏

は

奥

書

識

語

の

類
は

な
い

〔

凶

頁
〕

と

言

わ

れ

る

が
、

こ

の

譜

本

を

よ

く

観

察
す

る

と

下

小

口

の

面

を

利

用

し

て

名

前

ら

し

き

も

の

が

書
か

れ

て

い

る
。

十

冊

を

重

ね

て

見

る

と

「

住

源

元

忠

平

氏

音

曲

抜

書
」

と

読

め

る
。

現

在

失

わ

れ

て

い

る

巻
々

の

小

口

に

「
:
:
:

在

住
」

な

ど

居

住

地

が

記

さ

れ

て

い

た

の

か

も

し

れ

な
い

。

も

し
、

こ

れ

が

源

元

忠

の

自

筆
と

認

め

ら

れ

る

な

ら

ば
、

こ

の

譜

本

も
『

秦

音

曲

紗
』

と

同
じ

源

元

忠

の

所

持
で

あ
っ

た

と

推

測

で

き

る
。

そ

う

言

え

ば
、

『

平

家

語

本
』

に

見

ら

れ

る

書

込

み
(

本
文
と
は

別

筆)

は
、

『

秦

音

曲

紗
』

の

書

込

み

の

文

字

と

同

筆
で

あ

る

よ
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う

に

恩

わ

れ

る
(

特
に

間

物
に

関
す
る

注

記
な

ど)
。

「

秦

音

曲

紗
」

と
『

平

家

語

本
』

が

同
一

人

物

の

所

持
で

あ
っ

た

と

す

れ

ば
、

両

書

共

に

同

時

代
に

使

用

さ

れ

て

い

た

で

あ

ろ

う

か

ら
、

節
ハ

カ

セ

が

酷

似

し

て

い

る

事

も

自

然

な

こ

と

で

あ

ろ

，
つ
。

w
『
秦
立
目
的
紗』

の
詞
章
お
よ
び
譜
記
付
結
語

第
一

章
六

「

ま

と

め

||

資

料

編
」

で

は
、

第
一

章

で

述
べ

て

き

た

事

の

証

左

と

な

る

例

を 、

詞

章

と

譜

記

に

分

け

て

掲

げ

て

い

る
。

『

秦

音

曲

紗
』

と
「

平

家

語

本
」
・

波

多

野
・

前

田

両

流

諸

譜

本
・

一

方

流

譜

本

と

の

比

較

対

照

例

集

で

あ

る
。

本

文

詞

章

に

関

し

て

は

第
三

章

四

「

波

多

野

流

本

と

流

布

本

平

家

物

語
」

の

項

で

も

触

れ

て

い

る

が
、

こ

こ

で

は
、

『

秦

音

曲

紗
」

が

波

多

野

流

諸

本

と

異

り
、

流

布

本

と
一

致

す

る

例

を

挙

げ

て
、

『

秦

音

曲

紗
』

の

古

さ

を

示

す

も

の

と

さ

れ

る

〔

服

頁
〕

。

資

料

編

〔

B
〕

譜

記

対

照

例

で

は
、

諸

譜

本

節
ハ

カ

セ

の

対

応

関

係

を

示

さ

れ

る
。

こ

こ

で

は

「

秦

音

幽

紗
」

が
、

他

の

譜

本
に

比
べ

て

特

異

な

譜

記

を

し

て

い

る

こ

と

を

示

そ

う

と

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

た

と

え

ば
、

「

秦
立
目

的

紗
』

の

〉
(

イ)

や

古

(
へ
)

な

ど

は
、

他

の

譜

本

に

見

ら

れ

な
い

独

特

の

形

を

し

た

節
ハ

カ

セ

で

あ

る
。

こ

の

資

料

編

は
、

『

秦
立
自

由

紗
』

の

特

異

性

が

質

的

量

的

な

面
か

ら

も

伺

え

て
、

奥

村

氏

の

論

を

強

力
に

裏

付

け

る

も

の

と

な
っ

て

い

る
。

と

こ

ろ

で
、

譜

記

用

法

の

区

別

は

困

難

な

場

合

も

あ

る

と

奥

村

氏

自

身

も

言

わ

れ

る

よ

う

に

〔

お

頁
〕

、

譜

記

を

比

較

す

る

こ

と

は

難

し

い

問

題

を

含

ん

で

い

る
。

譜

記

対

照

例

で

奥

村

氏

は
、

「

あ

る

節
ハ

カ

セ

が

他

譜

本

の

節
ハ

カ

セ

群

に

対

応

す

る
」

と
い

う

よ

う

に
、

対

応

と
い

う

語

を

使
っ

て

例

を

挙

げ

ら

れ

る

が
、

こ

の

方

法
で

節
ハ

カ

セ

の

遠

近

関

係

を

明

示

す

る

の

は
、

難

し

い

よ

う

で

あ

る
。

奥

村

氏

の

解

説

〔

幻

頁
〕

に

よ

る

と 、

こ

の

対

照

例
は

、

あ

る

句

の

あ

る

特

定

の

語
に

、

『

秦
立
田

幽

紗
」

は
〉

、

京

大

蔵

本
は

ペ
、

「

平

家

正

節
」

は

う

と

付

さ

れ

て
い

る

こ

と

を

示

す

と

言

う
。

こ

こ

か

ら

節
ハ

カ

セ

の

遠

近

が

判

断
で

き

る

で

あ

ろ

う

か
。

「

中

音
」

「

初

重
」

な

ど

の

よ

う

に

曲

節

名

も

記

さ

れ

て

い

る

の

で
、

だ
い

た

い

同

種

の

旋

律

で

あ
っ

た

か

も

し

れ

な
い

こ

と

や
、

節
ハ

カ

セ

の

記

号

と

し

て

の

類

似

性
は

想

像

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

し

か

し
、

譜

本

の

近

親

関

係

を

述
べ

る

有

力

な

手

が

か

り

と

は

言
い

に

く

い

の

で

は

な

い

か

と

思

う

が
、

ど

う

で

あ

ろ

，
っ

か
。

話

は

飛

躍

す

る

が
、

言

語

を

表

記

す

る

時 、

〔
白
〕

と

発

音

さ

れ

た

も

の

を 、

日

本

語

で

「

あ
」

と

表

記

す

る

場

合

と

「

ア
」

と

表

記

す

る

場

合

が

あ

る
。

こ

の

場

合 、

一

方

は

平

仮

名

表

記

で
、

二

万

は

片

仮

名

表

記

で

あ

る
。

表

記

法
は

異

る

が
、

表

さ

れ

た

内

容
は

同
じ
〔
釦
〕

と
い

う

音
で

あ

る
。

節
ハ

カ

セ

の

差

異

は
、

こ

の

こ

と

に

似

て

い

な
い

だ

ろ

う

か
。

〈

四

度

音

程

な
い

し

五

度

音

程

難

れ

た

二

つ

の

音

を

数

回

上

下

す

る
〉

と
い

う

内

容

の

旋

律

を
、

『

辺l

家

正

節
」

で

は

ラ

と

表

記

し
、

『

秦

音

曲

紗
』

で

は

〉
と

表

記

す

る

と

表

現

す

る

こ

と

が

可

能
か

も

知

れ

な
い

。

旋

律

内

容

を

規

定

す

る

こ

と

は

大

変

難

し

い

が
、

内

容

規

定

が

可

能

で

あ

れ

ば
、

節
ハ

カ

セ

の

問

題

は
、

類

似

内

容

を

表

記

す

る

表

記

体

系

の

問

題

と

し

て

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

わ

れ

る
。

そ

こ

で

試

み

に
、

節
ハ

カ

セ

比

較

の
一

サ

ン

プ

ル

と

し

て

「

歌
」

を

取

り

上

げ

て

み

よ

う
。

「

歌
」

は

和

歌
に

節

が

付

さ

れ

た

部

分

で

あ

る
。

詞

章

そ

の

も

の

が

五

七

五

七

七

と
い

う

定

型

の

韻

文

で

あ

る

事
か

ら
、

詞

章

の

異

同

も

少

な
い

で

あ

ろ

う

し
、

時

代

を

経

る

こ

と

に

よ

る

節

の

変

化

も

少

な
い

で

あ

ろ

う

事

が

推

測

さ

れ

る
。

「

経

正

都

落
」

の
「

哀

な

り

老

木

若

木

も

山

桜
お

く

れ

先

立

ち

花

は

残

ら

じ
」

と

い

う

歌
に

付

け

ら

れ

た

節
ハ

カ

セ

を

比

較

し

て

み

よ

う
。

こ

こ
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〔書評) r波多野流平曲譜本の研究j

で
は 、

影
印
本
で
手
軽
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
四
本
の
節
ハ
カ
セ
を
比
べ
て
み

る 。
「
平
家
正
節』
尾
崎
正
忠
氏
蔵
巴
ニ
年
影
印
(
畑山
頁) 、
「
平
語」
横
井
也
有

写
忌
コ
年
影
印
(
M
頁) 、
「
波
多
野
流
平
家
物
語
節
付
語
り

本」
京
大
蔵
巴
誌

年
影
印
(
4
巻
お
頁) 、
「
秦立自
由
紗」

s
g
年
影
印
(
ω
頁)
の
四
本
で
あ
る 。

「
哀
な
り」

の
り
に
付
け
ら
れ
た
譜
を
見
る
と 、

尾
崎
家
本
で
は

う
で
あ

る 。

こ
こ
は
巾
(
高
い
ミ)

と
h
(
シ)
を
数
回
上
下
す
る
音
形
で
あ
る
と
恩
わ

れ
る
(「
正
節』
の
い
わ
ゆ
る
「
大
廻
し」) 。

也
有
本

「
、

京
大
蔵
本

ぺ
、

『
秦

音
曲
紗」

V
、

そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
記
号
に
な
っ
て
い
る 。

こ
こ
は
出
現
場
所

(「
上
歌」
の
上
句 、

中
心
音
は
h)
か
ら 、

同
類
の
旋
律
を
異
な
っ
た
節
ハ
カ
セ
で

表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

、

次
の
「
老
木」
の
オ
に
付
け
ら
れ
た

日
も 、

h
(
シ)
と
a
(
ラ)

を
数
回

上
下
す
る
同
類
の
旋
律
と
考
え
ら
れ
る
が 、

前
回
流
の
尾
崎
家
本

山
、

也
有

本
一

は
似
た
形
を
し
て
お
り 、

京
大
蔵
本
一

円 、
『
秦
音
曲
紗』

ヲ
が
似
た

形
を
し
て
い
て 、

両
流
の
差
を
感
じ
さ
せ
る 。

次
に
「
山
桜」
に
注
目
し
よ
う 。

尾
崎
家
本
で
下
と
表
示
し
て
あ
る 。

こ
れ

ま
で
中
心
音
は
h
(
シ)
で
あ
っ
た
が 、

こ
こ
か
ら
e
(
ミ)
に
下
る
事
を
示
し

て
い
る 。

京
大
蔵
本
に
も
下
が
見
ら
れ
る 。

尾
崎
家
本
と
京
大
蔵
本
は 、

中
心

音
の
変
化
を
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く 、

文
字
で
表
記
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が

伺
え
る 。

こ
こ
に
は
流
派
の
差
よ
り
時
代
の
差
が
感
じ
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、

時

代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
て 、

中
心
音
の
変
化
を
文
字
で
表
記
す
る
よ
う
に
な

っ
て
来
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い 。

同
じ「
山
桜」
の
部
分
に 、
「
秦
音
曲
紗』

で
は
下
が
見
え
な
い 。

そ
の
代
り
一
拍
ご
と
に

、
(
低
い
音
の
意
か)
が
付
さ

れ
て
い
る 。
『
秦
音
曲
紗」
は 、

中
心
音
の
変
化
を
文
字
(
下)
で
表
記
す
る
こ

と
を
せ
ず 、

節
ハ
カ
セ
で
い
ち
い
ち
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

「
お
く
れ
先
立」

の
オ
に
は
尾
崎
家
本
で

為
が
付
さ
れ
て
い
る 。

こ
こ
で

は
e
(
ミ)
か
ら
a
(
ラ)

あ
る
い
は
h
(
シ)
に
上
っ
て
e
に
下
る
と
い
う
旋

律
を
三
回
く
り

返
す 。
ど
の
譜
本
で
も
同
じ
旋
律
内
容
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が 、

こ
こ
で
も
京
大
蔵
本

語
と
『
秦
音
曲
紗』

》
の
記
号
の
形
が
似
て
い
る
こ

と
が
目
を
ひ
く 。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
見
て
く
る
と 、
『
秦立自
由
紗」
の
よ
う
な
譜
記
が 、

い
わ

ゆ
る
波
多
野
流
譜
本
の
譜
記
に
変
化
し
て
行
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い 。

こ
の
小
論
で
は
本
来
「
国
語
学
資
料
と
し
て
見
た
『
秦
音
曲
紗」」
の
項
に
つ

い
て
重
点
を
お
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、

奥
村
氏
も
『
秦
音
曲
紗」

の
特
異
性
あ
る
い
は
古
さ
を
重
視
し
て
お
ら
れ
る
の

で 、

そ
の
問
題
に
紙
幅
の
大
部
分
を
費
し
て
し
ま
っ
た 。

音
韻
資
料
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
点
が
注
目
さ
れ
る 。

す
な
わ
ち 、

促
音
注
記
の
使
い
分
け
が
他
譜

本
よ
り
す
っ
き
り
し
て
い
る
こ
E 、

ア
ク
セ
ン
ト

資
料
は
他
の
諸
譜
本
を
補
う

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る 。

ア
ク
セ
ン
ト
に
関
し
て
は 、

こ
の
研
究
で
も

既
出
の
諸
論
文
と
同
様 、

い
わ
ゆ
る
早
上
り
型
と
遅
上
り
型
の
対
立
を 、

時
代

的
な
新
旧
の
差
で
は
な
く 、

音
韻
論
的
な
揺
れ
と
見
る
立
場
を
と
っ
て
い
る 。

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に 、
『
秦
音
曲
紗』
は
波
多
野
流
平
曲
の
歴
史
の
上
で 、

重
要
な
位
置
を
占
め
る
譜
本
で
あ
り 、

本
書
が
今
後
の
平
曲
研
究
に
及
ぼ
す
影

響
は 、

大
変
大
き
い
の
で
あ
る 。

(
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
日
発
行

三
八
O
O
O
円)

桜
楓
社
刊

A
5
判

七
八
O
頁

(
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
七
日
受
理
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